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□コンセプト（10pt）

□プログラム（10pt）
游ゴシック体ミディアム，8pt，行間12pt，
１行20字＊10行＝200字　ああああああああ
１つ目の百貨店は、レトロな外壁は程よく残
しつつ、ガラス張りの面を増やすことで周囲
との繋がりを持たせた。さらに、建物を斜め
に切断し、２、４階部分の床は残し外の空間
にすることで、隣の全天候型施設との繋がり
も深まる。２つ目のエリアは、小さなボリュ
ームの建物を積み重ねることで、側を歩く人
々に対しては小さなボリュームを、対して積
み重なることで遠くからは大きく見え、商店
街のシンボルになるような建物を考えた。

タイトル：游ゴシック体ミディアム, 14pt, 紙面左上角から右下10mm
サブタイトル： 游ゴシック体ミディアム, 12pt, （文字間隔０％, 行間14.4pt）

顔写真30*30
氏名，研究室名：
游ゴシック
ミディアム,10pt
行間12pt

□デザイン（10pt）
游ゴシック体ミディアム，8pt，行間12pt，
１行20字＊10行＝200字　ああああああああ
コンセプトは、リノベーションのエリアは「
省く」、新築のエリアで「積む」である。商
店街を歩く人にとって、巨大すぎるボリュー
ムであるとしても、富山の中心街を構成する
においては、ただ小さければ良いわけではな
いと考えた。そこで、リノベーションの計画
ではほぼ全面を覆う壁を大幅に省き、建物自
体を斜めに切断した。新築の計画では歩く人
には小さいボリュームを、積むことで遠くか
らは大きなボリュームに見えるようにした。

中田旭香
八尾研究室

私は、富山県富山市にある「総曲輪商店街」
の復興計画に取り組んだ。この商店街は１２
７年の歴史を持つ商店街であり、富山の中心
部に位置する商店街である。しかし、近頃で
はシャッターを下ろすお店も目立つように。
ここで私は、商店街を復興するにおいて2つ
のエリアの建築に着眼した。１つは、百貨店
、もう１つは飲食店とマンションが一体とな
った建物である。この２つは商店街を歩く人
々にとって巨大すぎるボリュームであった。

□プログラム

中田旭香
建築設計計画Ⅰ研究室



游ゴシック体ミディアム，8pt，行間12pt，
１行20字＊10行＝200字　ああああああああ
ああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああ
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ああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああ卒業設計梗概作成の注意事項

０）作成ソフトは原則としてIllustratorを用い、文字を必ず
アウトライン化した上でPDFに変換し、提出する。
画像等が完全に埋め込まれていることを、PDF変換後に
プリンタ出力し確認すること。

１）テンプレート中の文字は全て游ゴシック体ミディアム

２）タイトル、写真、氏名、研究室名は、フォーマット、
レイアウトとも厳守

３) □コンセプト、□プログラム、□デザインは、それぞれ
のフォーマットは厳守、レイアウトは自由

４)  図面や写真等、レイアウト自由、周囲に余白をとる場
合は上・下・左ページ左・右ページ右を10mm、左ペー
ジ右・右ページ左を15mmとする。ただし、裁ち落とし
も可（塗り足し3mm、要トンボ）で、いずれの場合も綴
じ代注意

５) ページの数字が隠れるレイアウトをしないこと

６) 文字の背景に色の濃い図面や写真が入る場合は、白抜
きにする等、読みやすさを最重視すること

７) 提出前に指導教員のチェックを受け、事後の修正等の
無いように十分注意すること
 

コンセプトは、リノベーションのエリアは「
省く」、新築のエリアで「積む」である。商
店街を歩く人にとって、巨大すぎるボリュー
ムであるとしても、富山の中心街を構成する
においては、ただ小さければ良いわけではな
いと考えた。そこで、リノベーションの計画
ではほぼ全面を覆う壁を大幅に省き、建物自
体を斜めに切断した。新築の計画では歩く人
には小さいボリュームを、積むことで遠くか
らは大きなボリュームに見えるようにした。

□コンセプト □デザイン
１つ目の百貨店は、レトロな外壁は程よく残
しつつ、ガラス張りの面を増やすことで周囲
との繋がりを持たせた。さらに、建物を斜め
に切断し、２、４階部分の床は残し外の空間
にすることで、隣の全天候型施設との繋がり
も深まる。２つ目のエリアは、小さなボリュ
ームの建物を積み重ねることで、側を歩く人
々に対しては小さなボリュームを、対して積
み重なることで遠くからは大きく見え、商店
街のシンボルになるような建物を考えた。


